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編 集 後 記

　近年，多くの細菌感染症やウイルス感染症につい
て，迅速診断の進歩・普及により，病原体診断が従
来にくらべてはるかに身近なものになっておりま
す．抗菌薬・抗ウイルス薬による治療についても治
療指針が整備・周知されております．
　一方，食中毒は一般的な感染性胃腸炎との鑑別が
困難な場合も多く，その原因も病原微生物に限ら
ず，毒素や化学物質まで多岐にわたるため診断は容
易ではありません．また，食品衛生法により，食中
毒患者またはその疑いのある患者を診断したとき
は，ただちに保健所に届出を行う必要もあります．
　クリニックに受診することも多い食中毒ですが，
その可能性を疑い，さらに病原体・原因物質を推測
し，保健所への報告も含めて迅速，的確に対応する
ことは容易なことではありません．
　そこで今回の特集では食中毒について，細菌に限
定せずに多彩な病因を網羅することをテーマとしま
した．まずは病原大腸菌による食中毒について，病
態生理から疫学，診断と治療の実際まで，かなり踏
み込んだ内容で解説していただきました．食中毒の
原因菌として病原性大腸菌と並んで重要なカンピロ
バクター，サルモネラについても，盛りだくさんの

内容を少ないページ数にまとめていただけたと思い
ます．その他の細菌性食中毒については，図表を活
用して簡潔にまとめていただき，衛生管理の重要
性，重大な合併症などについても分かりやすく解説
していただいております．
　「細菌だけじゃない」というタイトル通り，今回は
ウイルス，毒素，化学物質についても専門家の方々
におまとめいただきました．ウイルスとしては A
型，C 型肝炎ウイルスについて，疫学や臨床像に加
えて事例一覧もご紹介いただきました．また，寄生
虫による食中毒，とくにアニサキスについては多く
の写真を交えて分かりやすく解説していただきまし
た．その他，自然毒（魚介類，キノコ，植物）そし
て化学物質や薬品の混入による食中毒に関しても，
それぞれ専門家の先生方に解説していただきました．
　企画段階で想像していたよりもかなりボリューム
のある特集となりましたが，スペースの許す限り，
できるだけ網羅的に取り上げることができたと思っ
ております．日常診療における断片的な経験，知識
を整理し，アップデートすることにお役に立てば幸
甚です．
 （高橋　孝雄）
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